








要約 昭和57年 4月から昭和63年3月までの間に三重県における70名の川崎病患者を対

象に初代サル腎細胞を用いてウイルス分離を行なった。その結果咽頭ぬぐい液,便,尿,血液,

髄液の計 144 検体中 21 検体からウイルスが分離された。分離されたウイルスのうち同定さ

れたのはポリオウイルス,アデノウイルスがそれぞれのうち 1株であった。それ以外のウイ

ルスのうち7株について検討したところ大きさが30nm45nmの2種類のRNAウイルスが確認

された。患者血清と分離ウイルスとで免疫電顕法を行なったところ一部の血清で陽性反応

を認めた。川崎病との関係については結論は出せないが現在さらに検討中である。 


